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認定情報
認定情報

製品安全性に関する北米規格への適合宣言

本装置は、 カナダおよび米国の両国で認められる機関によって認定さ れて

いま す。 カナダおよび米国における製品の安全性について、 60950-1 また

は 61010-1 のいずれかの該当する北米規格に基づいて評価さ れていま す。

電子試験機および測定装置は、 米国の FCC Part 15 Subpart B およびカナダ

の ICES-003 に対する準拠が免除さ れていま すが、 EXFO Inc. は、 当該規格

に準拠するための相応の努力を払っていま す。

当該規格で定められる制限事項は、 装置が商用環境で運用さ れた場合の有

害な妨害に対して、 妥当な保護を提供するこ と を意図していま す。 本装置

は、 電磁波を発生、 使用、 および放射する可能性があり 、 本ユーザーガイ

ドに従わずに設置および使用すると 、 無線通信に有害な妨害を起こ すこ と

があり ま す。 住宅地域での本装置の運用は、 有害な妨害を引き起こ す可能

性があり 、 その場合はユーザーの費用負担で対処する必要があり ま す。

製造業者の明示的な承認なく 装置を変更した場合、 当該装置の使用に対す

るユーザーの権利が無効になる可能性があり ま す。
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認定情報
   

Application of Council Directive(s): 2006/95/EC   - The Low Voltage Directive 
2004/108/EC - The EMC Directive  
And their amendments 

Manufacturer’s Name: EXFO Electro-Optical Engineering Inc. 
Manufacturer’s Address: 400 Godin Avenue  
 Quebec, Quebec 

Canada, G1M 2K2 
 (418) 683-0211 
Equipment Type/Environment: Test & Measurement / Industrial 
Trade Name/Model No.:  FTB-5800  

 Chromatic Dispersion Analyzer 

Standard(s) to which Conformity is Declared:

EN 61010-1:2001 Safety Requirements for Electrical Equipment for Measurement, 
Control, and Laboratory Use, Part 1: General Requirements. 

EN 61326-1:2006 Electrical Equipment for Measurement, Control and Laboratory 
Use - EMC Requirements – Part 1: General requirements 

EN 60825-1:1994 +A2:2001 
+A1:2002 

Safety of laser products – Part 1: Equipment classification, 
requirements, and user’s guide 
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Position: Vice-President Research and 
Development
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Canada, G1M 2K2 
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DECLARATION OF CONFORMITY
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1 FTB-5800 波長分散アナライザの
ご紹介

今日の高度な光ネッ ト ワーク では、 波長分散管理が重要な問題になってい

ま す。 今日のネッ ト ワークは高いデータ転送速度、 高いチャ ンネルカウン

ト 、 および光・ 電気・ 光間の再生器間における長距離に対処しなければな

り ません。

主要な機能

FTB-5800 波長分散アナラ イザは波長分散管理において信頼でき るソ リ ュー

ショ ンです。 それは、 移相測定法を使用して固定周波数で相変異を測定

し、 それらを相対的な群遅延に結合しま す。

適切な方程式が計算さ れたデータに適用さ れて、 波長分散を計算しま す。

この方法は、 C および L の帯域において より正確な結果を可能にしま す。

FTB-5800

波長分散アナライザ

低電力

高電力 / 基準

高電力 / 基準ポート

低電力ポート
波長分散アナライザ 1



FTB-5800 波長分散アナライザのご紹介

主要な機能
FTB-5800 波長分散アナラ イザ のアーキテク チャは、波長セレク タを受信機

に置きま す。 こ れにより 、 受信機と ソースと の間の通信の必要性がなく な

り ま す。 こ れにより 、 ソースが何キロメ ート ルも離れたと ころにあって

も 、 結果の精度を妨げるこ と なく 測定を行えま す。

FTB-5800 波長分散アナラ イザはコ ンパクト で携帯可能、 そして現場で 
FTB-500 ユニバーサル テスト  プラッ ト フォー ム においてすぐに使えるモ

ジュールと して提供さ れま す。 最適なテスト 結果を得るために FLS-5800
と 結合さ れま す。 FTB-5800 波長分散アナラ イザにはユーザー フレ ンド リ ー

なソ フト ウェアが付いており 、 結果を取得し、 見て、 分析して、 保存する

こ と を簡単に実行できま す。
2 FTB-5800



FTB-5800 波長分散アナライザのご紹介

基本理論
基本理論

波長分散は、 光パルスが光フ ァイバを通って進むのに従って起こ る自然な

光パルスの拡大です。 それぞれの波長の伝播の特性は媒体の屈折率と 、 伝

搬定数の非線形性に依存しま す。 こ れらはフ ァイバ媒体を通してそれぞれ

の波長の移動時間に影響しま す。 この結果、 初めに狭いパルスが拡大し、

パルスが拡大するに連れて、 それはオーバーラッ プし始め、 ビッ ト 誤り率

が増加する原因になり ま す。

高いデータ転送速度と は、 パルスが時間内に密接に配置さ れるこ と を意味

し、 それがオーバーラッ プする前に拡大する余地がより少なく なるこ と を

意味しま す。 高いチャ ンネルカウント は、 分散を修正する困難性を増やし

ま す。 なぜなら、 各チャ ンネルが異なったレベルの分散を経験するからで

す。

再生器間に長い距離があると 、 分散が非常に正確に管理さ れる必要があり

ま す。 なぜなら、 効果が距離によって蓄積さ れるからです。 リ ンク長と

ビッ ト レート が増加するのに従って、 波長分散の効果が増加しま す。 した

がって、 波長分散は、 現代の光ネッ ト ワーク においてデータ転送を制限す

る主た る要因の 1 つになり ま す。

一般的な用途

正確な波長分散のパラメ タを得るこ と で、 適切に分散が代償さ れたフ ァイ

バまたは材料を選択しやすく なり 、 データが受信機によって読み取られる

前に分散と 分散スロープを リ バースするこ と ができま す。
波長分散アナライザ 3



FTB-5800 波長分散アナライザのご紹介

表記法
表記法

本書に記載さ れる製品をお使いになる前に、 次の表記法を理解しておいて

く ださ い。

警告
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、死亡または重傷を

招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用

を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、軽傷または中程度

の傷害を招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすま

では使用を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、部品の損傷を招く

おそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用を中

止してください。

重要
本製品について、見過ごしてはならない情報のことを指しています。
4 FTB-5800



2 波長分散アナライザを使い始める
にあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し

重要
モジュールの電力消費量は比較的高いです。したがって、これをバッテ

リーで使用することや、またはプラットホーム上で同時に他の電力を消

費するモジュールと一緒に使うことは勧められません。

注意
FTB-500 ユニバーサル テスト プラットフォーム の電源がオンの間は、

モジュールの取り付けまたは取り外しを行わないでください。モジュー

ルと装置のどちらにも、直接かつ修復不可能な損害を招きます。

警告
レーザー安全 LED ( ) が  FTB-500 上で点滅している場合、少なくと

も 1 つのモジュールが光信号を発していることを意味します。現在使用

中のモジュールとは限らないため、すべてのモジュールを確認してくだ

さい。
波長分散アナライザ 5



波長分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
にモジュールを取り付けるには FTB-500 ユニバーサル テスト  プラッ ト
フォー ム:

1. ToolBox ( ツールボッ ク ス ) を終了して装置の電源をオフにしま す。

2. FTB-500 の右パネルがユーザーの正面を向く よ うにしま す。

3. 下記に示すよ うに、 コ ネク タピンが奥側になるよ うにモジュールを配

置しま す。

識別シールが上向きで、 コ ネク タピンが止めネジの穴の右側になって

いる必要があり ま す。

4. レセプタク ルのモジュールスロッ ト の溝に、 モジュールの突き出てい

る端を挿入しま す。

5. 止めネジがレセプタク ルの筺体と 接触するまで、 スロッ ト の一番奥ま

でモジュールを押し込みま す。

6. FTB-500 の左パネルがユーザーの正面を向く よ うにしま す。

突き出ている

端が下側に

識別シールが

上向きに

コネクタピンが

奥側に
止めネジの穴が

奥側に

FTB-500 の右パネル
6 FTB-5800



波長分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
7. モジュールを軽く 押しながら、 止めネジを右回り に締めま す。

こ れにより 、 モジュールは 「固定」 さ れま す。

装置の電源をオンにすると 、 起動シーケンスにより モジュールが自動的に

検出さ れま す。

止めネジのノブを

右回りに締める

FTB-500 の左パネル
波長分散アナライザ 7



波長分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
 FTB-500 ユニバーサル テスト  プラッ ト フォー ムから モジュールを取り外
すには :

1.  ToolBox ( ツールボッ ク ス ) を終了して、 装置の電源をオフにしま す。

2. FTB-500 の左パネルがユーザーの正面を向く よ うにしま す。

3. 止めネジを左回り に緩めま す。

モジュールがスロッ ト からゆっく り 解放さ れま す。

4. FTB-500 の右パネルがユーザーの正面を向く よ うに しま す。

止めネジのノブを

左回りに緩める

FTB-500 の左パネル
8 FTB-5800



波長分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
5. モジュールの側面またはハンド ルを持って’ ( コ ネク タコ ネク タ )、 引

き出しま す。

6. 付属の保護カバーで空きスロッ ト を閉じま す。

注意
空きスロットに保護カバーを取り付けないと、通気の問題が生じます。
波長分散アナライザ 9



波長分散アナライザを使い始めるにあたって

波長分散アナラ イザ アプリ ケーショ ン
波長分散アナライザ アプリケーショ ン 
FTB-5800 波長分散アナラ イザモジュールの設定および制御は、 ToolBox 
( ツールボッ ク ス ) の専用アプリ ケーショ ンから行えま す。

注記 :  ToolBox ( ツールボッ ク ス ) の詳細については、 FTB-500 ユーザーガイ ド

を参照してく ださ い。

アプリケーショ ンを起動するには :

1.  メ インウィ ン ド ウ  で、 使用するモジュール を選択しま す。

選択さ れたモデルが、 青色にハイラ イト さ れま す。

2. Module Applications ( モジュールアプリ ケーショ ン ) ボッ ク スの該当

するボタ ンをク リ ッ ク しま す。
10 FTB-5800



波長分散アナライザを使い始めるにあたって

波長分散アナラ イザ アプリ ケーショ ン
メ インウィ ン ド ウ （下の画像） には、 波長分散アナラ イザを制御するため

に必要なすべてのコマンドが含ま れていま す。

タブ

RGD パラ

メータパネル

ファイバ情

報パネル 強度メーター

ステータ

スバー
ボタンバー

ソースタイプ
波長分散アナライザ 11



波長分散アナライザを使い始めるにあたって

アプリ ケーショ ンの終了
ステータスバー

メ インウィ ン ド ウの一番下にあるステータスバーは、 FTB-5800 波長分散ア

ナラ イザ の現在の稼働ステータスを示しま す。

 FTB-5800 波長分散アナラ イザ の自動化またはリ モート 制御についてのよ

り 詳細な情報は、 お手持ちのプラッ ト フォー ムユーザーガイ ドを参照して

く ださ い。

アプリケーショ ンの終了

現在使用していないアプリ ケーショ ンを閉じ るこ と で、 システ ムメ モリ を

解放できま す。

メ インウィ ンドウからアプリケーショ ンを閉じるには :

メ インウィ ン ド ウの右上角の  をク リ ッ ク しま す。

または

フ ァンクショ ンバーの下の Exit ( 終了 ) ボタ ンをク リ ッ ク しま す。

現在の日付および時刻

電池インジケータ

制御モード

ローカル : モジュールは、ローカルからのみ制御されます。

リモート : モジュールはリモートから制御されますが、ローカル

コマンドも使用できます ( 一部製品のみ )。

ロックアウト : モジュールは、リモートからのみ制御されます。
12 FTB-5800



3 波長分散アナライザの設定
設定したパラメ ータは、 FTB-500 ユニバーサル テスト  プラッ ト フォー ム 
の電源をオフにした後も メ モリ 内に保持さ れま す。

波長範囲の設定

取得の対象と なる波長範囲を設定できま す。 事前定義さ れた帯域 (C、 L、
または C+L) を使用するか、 カスタ ムオプショ ンを使用して波長範囲を指

定するこ と も できま す。 このオプショ ンは、 特定帯域あるいは 2 つの帯域

で取得を行 う場合に役立ちま す。

事前定義された波長範囲を使用するには :

パラメ ータのタブ上で、 Range ( 範囲 ) ダイアルを使用してく ださ い。

カスタ ムオプショ ンを使用して波長範囲を設定するには :

1. パラメ ータのタブ上で、 Range ( 範囲 ) ダイアルを Custom ( カスタ ム

) に設定してく ださ い。

2. 数値を  From  ( から ) と To ( ～へ ) のボッ ク スに入力。 入力した数値

は、 1530 と 1625 nm の間になければなり ません。 こ れらはそれぞれ、

C 帯域の下限と  L 帯域の上限になり ま す。

重要
リンクのもう一方の端で選択した波長範囲に対応するソースに必ず接続

してください。
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波長分散アナライザの設定

波長ステッ プの設定
波長ステッ プの設定

波長ステッ プは、 ナノ メ ート ルの間隔 ( この間隔で、 システ ムが選択さ れ

た波長範囲内で RGD 測定を行 う ) に対応していま す。 事前にプロ グラ ムさ

れたステッ プの 1 つを選択するか、 またはカスタ ムオプショ ンで希望の値

を指定できま す。

注記 : あなたが選択するステッ プが小さ ければ小さ いほど、 測定の精度がより高

く なり 、 取得するための時間がより 長く なり ま す。 未知のフ ァイバタ イプ

や増幅さ れたリ ンク に対しては、 EXFO でき るだけ小さ いステッ プを選択

するよ う強く お奨めしま す。

事前定義された波長ステッ プを使用するには :

パラメ ータのタブ上で、 Step ( ステッ プ ) ダイアルを使用してく ださ い。
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波長分散アナライザの設定

波長ステッ プの設定
カスタ ムオプショ ンを使用して波長ステッ プを設定するには :

1. パラメ ータのタブ上で、 Step ( ステッ プ ) ダイアルを Custom ( カスタ

ム ) に設定してく ださ い。

2. 希望する数値を  Step ( ステッ プ ) ボッ ク スに入力してく ださ い。 数値

は、

0.1 nm と あなたが事前に選択した波長範囲の間になければなり ませ

ん。

最終的な測定ポイント は、 波長範囲の上限に対応していない可能性が

あり ま す。 それは、 も し波長のスパンが

は～の整数値ではあり ません

警告メ ッ セージは、 ステッ プが小さ過ぎる、 または大き過ぎる、 と い

うこ と を示していま す。

max min–


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波長分散アナライザの設定

平均時間の設定
平均時間の設定

平均時間は、 システ ムが 1 つの特定のポイント または波長に費やした時間

です。 事前にプロ グラ ムさ れた数値の 1 つを選択するか、 またはカスタ ム

オプショ ンで希望の平均時間を指定できま す。

注記 : 信号が強ければ強いほど、 信号対雑音比 (SNR) がより速く 達成さ れま す。

信号が弱い場合、 結果の精度が増加するよ うに平均時間を増加させてく だ

さ い。 しかしながら、 一定の時間制限を超えると 、 獲得さ れた精度が無意

味なものになり ま す。

事前定義された平均時間を使用するには :

パラメ ータのタブ上で、 Averaging Time ( 平均時間 ) ダイアルを使用して

く ださ い。

カスタ ムオプショ ンを使用して平均時間を設定するには :

1. パラメ ータのタブ上で、 Averaging Time ( 平均時間 ) ダイアルを

Custom ( カスタ ム ) に設定してく ださ い。

2. 数値を  1.0 s と  60.0 s の間に Avg Time ( 平均時間 ) ボッ ク スで設定し

てく ださ い。 システ ムは、 数値が限界を超えたかど うか警告をしま す。

注記 : スク リ ーンに表示さ れた平均時間は、 安定させるための時間を考慮に入れ

ません。 Estimated Acq.Time ( 推定取得時間 ) のボッ ク スは取得にかかる

全体的な時間の概略を示しま す。 こ れにはシステ ムが安定するのに必要な

時間が含ま れていま す ( この時間は変化する場合があり ま す )。
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波長分散アナライザの設定

テスト さ れるフ ァイバを指定
テスト されるフ ァイバを指定

取得をする前に、 テスト するフ ァイバの情報も入力しなければなり ませ

ん。 この情報にはフ ァイバタ イプ、 データフィ ッ ト 、 およびフ ァイバ長が

含ま れま す。 また、 使用さ れる距離単位も指定できま す。

フ ァイバ長を知っているかど うかは、 結果の表示に影響しません。

 未知のフ ァイバ長 : 結果は合計の分散を表示しま す。

 既知のフ ァイバ長 : 結果は 1 キロメ ート ルあたりの分散を表示しま す。

注記 : 変更した単位は、 フ ァイバ長を指定した時にのみ使用さ れま す。 縮尺や計

算に関しては、 距離は常にキロメ ート ルで表示さ れま す。
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波長分散アナライザの設定

テスト さ れるフ ァイバを指定
テスト されるフ ァイバを指定するには :

パラメ ータ  のタブ上の、 Fiber Information ( フ ァイバ情報 ) の下で、 フ ァ

イバパラメ ータを設定してく ださ い。

  フ ァイバタ イプのリ スト で、 適切な数値を選択してく ださ い。

注記 : フ ァイバタ イプがわからない場合、 Unknown Fiber Type ( 未知のフ ァイ

バタ イプ ) を選択してく ださ い。 フ ァイバが 1 つ以上のタ イプのフ ァイ

バーで作られている場合、 優位なフ ァイバタ イプを選ぶか、 Unknown 
Fiber Type ( 未知のフ ァイバタ イプ ) を入力してく ださ い。

 フ ァイバタ イプに従って、 アプリ ケーショ ンはデフォ ルト のフィ ッ ト

値を指定しま す。 アスタ リ スク  (*) によってそれはマーク さ れて、 デ

フォ ルト 値であるこ と が示さ れま す。 必要な場合、 RGD Data Fit ( デー

タフィ ッ ト ) のリ スト で、 希望のデータフィ ッ ト を選択してく ださ い。

注記 : こ こ で選択した RGD データフィ ッ ト は、 次の取得のために相対的な群遅

延に適用さ れま す。 しかし、 Results Graph ( 結果グラフ ) のタブで、 別の

フィ ッ ト を選択するこ と によって結果を解釈するこ と も可能です。

 フ ァイバ長がわかっている場合、 Known Fiber Length ( 既知のフ ァイ

バ長 ) のボッ ク スを選択し、 対応するボッ ク スに適切なフ ァイバ長を入

力してく ださ い。 デフォ ルト では、 数値はキロメ ート ル単位です。
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波長分散アナライザの設定

テスト さ れるフ ァイバを指定
距離の単位を修正するには :

1. ボタ ンバーで Setup ボタ ンをク リ ッ ク し、 Application Setup ( アプリ

ケーショ ン設定 ) ダイアロ グボッ ク スにアク セスしま す。

2. Distance Unit ( 距離単位 ) の下で、 希望の単位を選択してく ださ い。

3. OK をク リ ッ ク して新し設定を確認するか、 Cancel ( キャ ンセル) を
ク リ ッ ク して破棄しま す。
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波長分散アナライザの設定

自動フ ァイバ名形式の定義
自動フ ァイバ名形式の定義

新し い取得を行 うたびに、 既に定義さ れたパターンに応じて、 フ ァイバ名

が自動的に変更さ れま す。 この名前は、 静的な部分 （プレフィ ッ ク ス） と

増分さ れる変数部分で構成さ れま す。

増分は、 プラス、 マイナス、 または空値 ( ゼロ ) になり ま す。 ゼロを入力

すると 、 同じ取得フ ァイバー名を使用する機会が与えられま す。

注記 : 入力でき る数は、 指定したケタ数に依存しま す。 例えば、 2 ケタを設定す

ると 、 入力でき る最大数は 99 です。 システ ムがいったん 99 に達すると 、

それは 00 に戻り ま す。 選択さ れた増分がマイナスの場合、 システ ムが 00 
に達すると 、99 に戻り ま す。

プレフィ ッ ク スや数字を入力しない場合、 フ ァイバは 1 つの数字に対して

のみ識別さ れま す。

注記 : 後で取得が完了したと きに、 フ ァイバ名を変更できま す。 詳細については 
結果に文書を付ける ( ページ 59) を参照してく ださ い。

注記 : オフラ インモードでは、 自動フ ァイバ名の形式を定義できません。
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波長分散アナライザの設定

自動フ ァイバ名形式の定義
フ ァイバ名の形式を定義するには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. Autonaming ( 自動化 ) の下で、 必要に応じて各種パラメ ータを設定し

ま す。

ファイバ 識別番号を

構成するケタ数
次のファイバー名を作るためにファイバ

識別番号に追加される数値

静的な部分 変数部分 ( 増分の )
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4 波長分散アナライザの操作

 EXFO ユニバーサル・ インタフェース (EUI) の取り
付け

EUI 固定ベースプレート は、 APC ( 斜め ) 研磨または UPC ( 斜めではない ) 
研磨に対応したコ ネク タ向けに用意さ れていま す。 ベースプレート を囲 う

緑色の縁は、 APC タ イプのコ ネク タであるこ と を示していま す。

 EUI コ ネクタ アダプタを  EUI ベースプレート に取り付けるには :

1. 防塵キャッ プが下向きに開く よ うに、 EUI コ ネク タ アダプタを持ちま

す。

2. 防塵キャッ プを閉じて、 コ ネク タ アダプタをしっかり握り ま す。

3. コ ネク タ アダプタをベースプレート に挿入しま す。

4. しっかり押さ えながら、 コ ネク タ アダプタを右回り に締め、 ベースプ

レート 上に固定させま す。

金属板

( または青色の縁 )
は UPC オプショ

ンを示す

緑色の縁は

APC オプショ

ンを示す

2 3 4
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波長分散アナライザの操作

光フ ァイバのク リ ーニングおよび接続
光フ ァイバのク リーニングおよび接続

光フ ァイバケーブルをポート に接続するには :

1. 光フ ァイバ検査用顕微鏡を用いて、 フ ァイバを点検しま す。 フ ァイバ

が汚れていない場合は、 ポート に接続しま す。 フ ァイバが汚れている

場合は、 次の通り にク リ ーニングを行いま す。

2. フ ァイバ終端のク リ ーニング方法 :

2a. イソ プロピ ル・ アルコールを染み込ませたリ ント フリ ー ( 糸く ず

の出ない ) 綿棒で、 フ ァイバの終端を軽く 拭きま す。

2b. 圧縮空気で完全に乾かしま す。

2c. フ ァイバ終端がき れいになっているこ と を目視確認しま す。

重要
最大出力を実現し、誤測定を防ぐには :

 光ファイバをポートに差し込む前に、下記に説明されている通り、

ファイバの終端を必ず点検して汚れていないことを確認してくださ

い。EXFO は、光ファイバの不適切なクリーニングや取り扱いに

よって生じる損傷やエラーに対して、責任を負いません。

 パッチコードに正しいコネクタが取り付けられていることを確認し

てください。種類の異なるコネクタを接続すると、フェルールに損

傷を与えます。
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波長分散アナライザの操作

光フ ァイバのク リ ーニングおよび接続
3. フ ァイバ終端がポート の外側に触れたり 、 その他の表面に擦り つけな

いよ うに、 コ ネク タと ポート の位置を合わせま す。

コ ネク タにキー機能が備えられている場合は、 ポート の該当する切り

込みに完全にはまっているこ と を確認しま す。

4. 光フ ァイバケーブルがしっかり固定さ れ、 十分な接触を確保でき るよ

うに、 コ ネク タを押し込みま す。

コ ネク タにネジス リ ーブ機能が備えられている場合は、 フ ァイバが

しっかり 固定さ れるよ うにコ ネク タを締めま す。 締め過ぎると 、 光

フ ァイバと ポート が損傷しま す。

注記 : 光フ ァイバケーブルが正しく 配置・ 接続さ れていない場合、 高い損失と 反

射率が見られま す。

EXFO は、 EIA-455-21A 規格に準拠した高品質なコ ネク タを使用していま

す。

EXFO は、 コ ネク タをき れいかつ良い状態に保つため、 コ ネク タを接続す

る前にフ ァイバ検査プローブを用いて点検するこ と を強く 推奨していま

す。 こ れを怠ると 、 コ ネク タに回復不能な損傷を与え、 測定結果の劣化を

招きま す。

重要
FTB-5800 モジュールは特に汚れたファイバに敏感です。ファイバが汚

れていると、結果が誤ったものになる可能性があります。携帯用の光

ファイバ顕微鏡 ( EXFO の FOMS など ) またはファイバ検査プローブ 
( EXFO の FIP など ) を使用してファイバ終端を確認します。

警告
ソースの作動中にファイバ終端を目で確認すると、目に永久的な損傷を

与えます。
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波長分散アナライザの操作

ソースタ イプの選択
ソースタ イプの選択

波長分散アナラ イザのテスト を するのにさま ざまなソースが使用できま

す。 さま ざまなソースにより 、 C 帯域、 L 帯域、 または C+L 帯域で作業す

るこ と が可能になり ま す。

注記 : ソースタ イプを変えた場合、 新し い基準測定をしなければなり ません。 詳

細は 基準測定の実施 ( ページ 29) を参照してく ださ い。

ソースタ イプの選択 :

 パラメ ータのタブ上で、 対応するリ スト の希望のソースを選んでく ださ

い。

ソースタ イプ 利用可能な帯域

FLS-5834、 FLS-5804、 FLS-5803 C、 L、 C+L

FLS-5834A C+L
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ソースの強度を確認
ソースの強度を確認

強度メ ーターで、 ソースがリ ンクのも う一方の端に接続さ れ、 このソース

があなたがテスト している帯域に対応しているこ と を確認するこ と ができ

ま す。

RF 強度メ ーターが
示すもの

考えられる原因と解決策

低すぎる電力
( 信号が弱すぎて
計測できません )

 ソースがアクティ ブになっていません。

 ソースはアクティ ブですが、  帯域幅が間違っていま す。

 接続さ れたソースは FLS-5800 CD/PMD アナラ イザのソースでは
あり ません。

 ソースが不良です。

 光リ ンクの断絶。

 光信号の高周波変調は飽和したEDFAのために過度に抑えられま
した。

高すぎる電力
( 信号が強すぎて
計測できません )

 低電力ポート の代わり に高低電力ポート を使ってく ださ い。

 測定に、 分散を無効にするアテニュ エーターを使ってく ださ い。
詳細については EXFO に問い合わせてく ださ い。
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波長分散アナライザの操作

ソースの強度を確認
ソースの強度を確認 :

パラメ ータのタブで、 RF 強度メ ーターのインジケータを調べてく ださ い。

緑のチェッ クマークは、 適切な強度を示していま す。 矢印の高低は、 強度

がそれぞれ低すぎるまたは高すぎるこ と を示していま す。 また  DC 強度

メ ーター から DC 強度をチェッ ク できま す。
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基準測定の実施
基準測定の実施

重要
できるだけ最良の結果が得られるよう、EXFO 波長と波長分散の基準測

定を行うことをお勧めします。また、波長分散基準を実行する前に波長

基準を実行する必要があります。

波長基準を省略すると、不正確な結果につながることがあります。1 回

のステップで両方の基準を行うことはできません。

基準タ イプ 推奨される基準測定の回数 備考

波長 各テスト セッ ショ ンの前
に、 およびアプリ ケーショ
ンがそれを推奨する時は常
に。

 ソースの波長を正確に調整。

 アプリ ケーショ ンは波長基準測定を する
必要が生じ ると 常にそ う するよ う あなた
にアドバイスしま す ( 異なるソース  タ イ
プを選択後、 モジュールの初期化後、 一
定の時間が経った時、 または温度が変化
した時 )。 しかし、 取得中はそれは決し
て起こ り ません。

基準測定が必要な場合、 メ ッ セージがス
テータスバーに現れ、 新し い基準測定が
推奨さ れま す。

波長分散 毎月 1 回、 およびソースま
たはパッ チコードが変更さ
れると 常に。

 ソース、 アナラ イザ、 およびパッ チコー
ド分散をキャ ンセルするのに使用。
選択さ れたソースに応じて取得さ れま
す。
(C ソース、 C 基準測定 )。

 低い波長分散測定にと って重要。
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波長分散アナライザの操作

基準測定の実施
波長基準測定を するには :

注記 : アプリ ケーショ ンが波長基準測定を促した場合 ( 初期化の後で )、 この手

順の 3 ステッ プに自動的に導かれま す。

1. フ ァイバが適切に基準 / 高電力ポート へ接続さ れているこ と を確認し

てく ださ い。

2. パラメ ータのタブ上で、 Take Reference  ( 基準測定実行 ) ボタ ンをク

リ ッ ク してく ださ い。
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波長分散アナライザの操作

基準測定の実施
3.  波長 のタブ上で、 あなたが使用を意図しているソースに対応するソー

スの帯域を選択してく ださ い。

4. 情報を入力したら、 Take Reference ( 基準測定実行 ) をク リ ッ ク して

く ださ い。
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波長分散アナライザの操作

基準測定の実施
波長分散基準測定を するには :

1. 波長基準測定が行われたこ と を確認してく ださ い。

2. フ ァイバが適切に基準 / 高電力ポート へ接続さ れているこ と を確認し

てく ださ い。

3. パラメ ータのタブ上で、 Take Reference  ( 基準測定実行 ) ボタ ンをク

リ ッ ク してく ださ い。
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波長分散アナライザの操作

基準測定の実施
4. CD のタブ上で、 基準測定が行われるソースを指定してく ださ い。 以下

のダイアロ グボッ ク スで、 適切なボッ ク スにソース モデルおよびソー

スのシリ アル番号を入力してく ださ い。 このデータはアプリ ケーショ

ンのメ インウイン ド ウの Results Table ( 結果表 ) のタブにも表示さ れ

ま す。

5. 情報を入力したら、 Take Reference ( 基準測定実行 ) ボタ ンをク リ ッ

ク してく ださ い。

注記 : 基準測定の設定があり ませんので、 さま ざまなパラメ ータを使ったあらゆ

る種類のテスト に対して基準測定が有効になり ま す。
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波長分散アナライザの操作

波長分散基準測定の適用
波長分散基準測定の適用

波長分散基準測定は、 結果が取得さ れてから行われま す。 取得を行 う前に

ソースと パッ チコードを手元に持っていない場合に、 こ れは役立ちま す 
( ソースと  波長分散アナラ イザ が何キロも離れていても大丈夫です )。

基準測定が行われると 、 それを結果に対して適用できま す。 パッ チコード

と アナラ イザ分散は、 結果から差し引かれま す。 基準測定に関する詳細と

その重要性については、 基準測定の実施 ( ページ 29) を参照してく ださ い。

波長分散基準測定を結果に適用するには :

1. 取得のタブ上で、 任意のラ インを選択してく ださ い。

2.  Apply Current Reference ( 現在の基準測定を適用 ) のボタ ンをク リ ッ

ク してく ださ い。

重要
基準測定は、選択された特定の取得だけでなく、ファイル全体に適用さ

れます。
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波長分散アナライザの操作

フ ァイルの作成
フ ァイルの作成

取得をするごと に、 結果がすでにアプリ ケーショ ンのタブに表示さ れた結

果に追加さ れま す。 デフォ ルト では、 結果を保存すると 、 それは同じフ ァ

イ ルに保存さ れるよ うになっていま す。 異なったフ ァイ ルに結果を保存し

たい場合、 新し い取得または 1 セッ ト の複数の取得を行 う前に、 新し い

フ ァイ ルを作成する必要があり ま す。

フ ァイルを作成するには :

1. ボタ ンバーで Open ( 開く ) をク リ ッ ク しま す。

2. Open File ( フ ァイ ルを開く ) のダイアロ グボッ ク スで、 New File ( 新
しフ ァイ ル) をク リ ッ ク してく ださ い。

こ れで、 取得を行 う準備ができました。
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波長分散アナライザの操作

波長分散の測定
波長分散の測定

フ ァイバに単一と 複数の取得を行えま す。

同じフ ァイバに複数の取得を するには、 測定の数と その間隔を定義する必

要があり ま す。

取得の間の平均時間は少なく と も 5 分にしなければなり ません。 この 5 分

間は、 信号の品質に応じて、 アプリ ケーショ ンがフ ァイバーリ ンクを特徴

付けるのに必要と する時間を考慮したものです。 こ こ で入力さ れた値が有

効なものであるよ うにするためには、 推定取得時間に 5 分を追加しなけれ

ばなり ません。

完了する前に取得を止めると 、 それまで取得さ れた結果が表示さ れま す。

しかしながら、 一部の事例では、 アプリ ケーショ ンが波長分散を計算して

ト レースを表示するために最小の数のポイント を取得しなければなり ませ

ん ( 例えば、

3 項セルマイヤータ イプの場合、 最低 3 つのポイント で、 5 項セルマイ

ヤーの場合、 最低 5 つのポイント )。

フ ァイバに単一または複数の取得を行うには :

1. 必要な場合、 フ ァイ ルを作成しま す ( フ ァイ ルの作成 ( ページ 35) を
参照 )。

2. 波長分散アナラ イザの設定 ( ページ 13) に説明さ れているよ うに、 一

般的な取得パラメ ータを設定。

重要
特定のファイバに設定されたパラメタが、すべてのファイバに適用され

ない可能性もあるので、複数の測定テストにおける 2 つの取得の間では

テストファイバを変えないでください。
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波長分散アナライザの操作

波長分散の測定
3.  パラメ ータのタブ上で、 Multiple Acquisitions ( 複数取得 ) ボタ ンを

ク リ ッ ク して、 パラメ ータ ダイアロ グボッ ク スにアク セスしてく ださ

い。

4. パラメ ータを設定。

 単一取得: Multiple Acquisitions (複数取得) のチェッ ク ボッ ク スを

ク リ アしてく ださ い。

 複数取得 : Multiple Acquisitions  (複数取得) のボッ ク スを選択し、

パラメ ータを設定してく ださ い。

5.  OK をク リ ッ ク して確定しま す。

6. フ ァイバが適切に接続さ れて、 ソースが適切な帯域で有効化さ れてい

るこ と を確認してく ださ い。
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波長分散アナライザの操作

波長分散の測定
7. ボタ ンバーで Start  ( 開始 ) をク リ ッ ク しま す。

Start  ( 開始 ) ボタ ンが赤い Stop  ( 停止 ) ボタ ンになり ま す。 アプリ

ケーショ ンが自動的に Results Graph ( 結果グラフ ) のタブに行きま

す。 結果を見るために Results Table ( 結果表 ) のタブに行く こ と がで

きま す。

注記 : アプリ ケーショ ンがソースのパワーを評価するのにしばらく 時間がかかり

ま す。 信号が強ければ強いほど、 取得が短く て済みま す。

完了前に取得を停止するには :

Stop ( 停止 ) ボタ ンをク リ ッ ク しま す。 ボタ ンが緑色の Start ( 開始 ) ボタ

ンに戻り ま す。
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波長分散アナライザの操作

結果を保存
結果を保存

取得が完了した場合、 それを後でさ らに分析のために使用する場合は、 結

果を保存する必要があり ま す。

注記 : まだフ ァイ ルが保存さ れていない場合や、 いく つかの変更をフ ァイ ルに保

存したい場合は、 アスタ リ スクがタ イト ルバーのフ ァイ ル名の横に現れま

す。

新し いフ ァイ ルを作成するか、 または終了する前に結果を保存していない

と 、 アプリ ケーショ ンがプロンプト を出しま す。

結果を保存するには :

1. ボタ ンバーで Save ( 保存 ) ボタ ンをク リ ッ ク しま す。

注記 : キーボードが FTB-500 に接続さ れていると 、 Ctrl+S のショ ート カッ ト キー

を使って保存できま す。

重要
アプリケーションが結果を保存すると、取得のタブの下にあるすべての

取得が同じファイルに保存されまさう。その結果、既存のファイルを開

いている場合には、新しい獲得の結果がそのファイルに追加されます。

異なったファイルに結果を保存したい場合、新しい取得または 1 セット

の複数の取得を行う前に、新しいファイルを作成する必要があります 
( ファイルの作成 ( ページ 35) を参照 )。
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波長分散アナライザの操作

結果を保存
2. データを保存したいフォ ルダを選択するか、 New Folder ( 新し いフォ

ルダ ) ボタ ンをク リ ッ ク してフォ ルダを作成してく ださ い。

3. Filename ( フ ァイ ル名 ) のボッ ク スで、 フ ァイ ルに付けたい名前を入

力し  ( バーチャ ルキーボードが表示さ れない場合、 Filename ( フ ァイ

ル名 ) ボッ ク スを再度選択してく ださ い。 ) フ ァイ ルフォーマッ ト は、

xxx.ExfoCD です。

4. OK をク リ ッ ク しま す。

名前の横のアスタ リ スクが消えるこ と で、 フ ァイ ルが保存さ れたこ と

が分かり ま す。
40 FTB-5800



5 結果の管理
FTB-5800 波長分散アナラ イザでは、 2 種類の結果に対して作業できま す。

 新しく 取得した結果

 既存フ ァイ ルから読み込ま れた結果

結果を表示・ 解析するため、 本アプリ ケーショ ンは以下を提供しま す。

 特定の取得のための詳細を提示するグラフと 表

 すべての利用可能な取得の概要を提示するウイン ド ウ

グラフの特定の領域をズー ムインするか、 または平均から離れ過ぎている

ポイント を削除するこ と ができま す。 また、 どの曲線 ( 分散、 RGD) を表

示するかを指定できま す。

最終的に、 波長分散アナラ イザ で結果および関連情報を印刷するかエク ス

ポート できま す。
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結果の管理

保存フ ァイルのリ コール
保存フ ァイルのリコール

.exfocd 形式で既存のフ ァイ ルを再ロードできま す。 また、 直接ウィ ン ド

ウズ エク スプローラーからこ れらのフ ァイ ルを開く こ と ができま す ( 波長

分散アナラ イザ アプリ ケーショ ンは自動的に始ま り ま す )。

フ ァイルを波長分散アナライザ から開く には :

1. ボタ ンバーで、 Open ( 開く ) ボタ ンをク リ ッ ク して、 希望のフ ァイ ル

を リ コールしてく ださ い。

注記 : キーボードに接続さ れている場合 FTB-500、 フ ァイ ルを開く のに Ctrl+O
のショ ート カッ ト キーを使用できま す。

2. フ ァイ ルを選択して、 OK をク リ ッ ク してく ださ い。
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
結果グラフから結果を分析

アプリ ケーショ ンは、 フィ ッ ト したラ ムダゼロ値 ( 分散が 0 に等し い推定

さ れた波長 )、 分散、 RGD 曲線 ( フィ ッ ト したポイント を描く )、 および

測定さ れた RGD ポイント など、 現在の取得に関する詳細を含むグラフを

提示しま す。 フィ ッ ト したラ ムダゼロ値、 RGD 曲線、 および RGD ポイン

ト を、 必要性に応じて表示したり隠したり するこ と ができま す。

グラフは次の 3 つのスケールに基づいていま す :

 分散スケール: フ ァイバ長が分からない、 または入力さ れていない場

合、 ps/nm-km または ps/nm で結果を表示しま す。

 相対的な群遅延 (RGD): 結果を ps で表示。

 波長 : nm で波長を表示。

相対的なグ

ループ

遅延スケール

分散スケール

波長スケール

分散曲線測定されたデー

タポイント

RGD 曲線

データフィッ

トタイプ

マーカー

ズームパラ

メータ
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
特定のタ イプのデータフィ ッ ト で結果を取得した場合でも、 分析の間に、

別のタ イプのフィ ッ ト を適用したく なる場合があり ま す。 エラーを最小に

するためには、 結果に適用したいフィ ッ ト のタ イプを慎重に選ぶべきで

す。 データを推定するのに、 3 次式や 5 項セルマイヤー式のフィ ッ ト を使

用するべきではあり ません。

注記 : フィ ッ ト について計算して、 分散を表示するためには、 最小の量のポイン

ト を取得しなければなり ません。 フィ ッ ト に応じて、 ポイント の最小数は

異なり ま す。

波長分散アナラ イザが、 グラフにおける特定のデータに焦点を合わせるの

を助けるツールを提供しま す。

 このポイント に関係づけられた結果を見るために、 グラフの特定のポ

イント にマーカーを設定できま す。 マーカーの位置決めが終わると 、

それは次の取得のためにその位置を保ちま す。

 グラフの特定の領域を詳しく 見るために拡大表示したり 、 推定さ れた

データを縮小表示するこ と ができま す。 また、 対応するオプショ ンが

有効になっている場合、 手動または自動でデフォ ルト のズー ムに戻る

こ と も可能です。

いく つかの場合、 自動ズー ムリ セッ ト を無効にしておく こ と が役に立

ちま す。 そのよ うにすれば、 例えば、 多く の取得を含んだフ ァイ ルを

分析している場合、 一度ズー ムを定義して、 次に、 すべてのト レース

にそれを適用できま す。 そ うでない場合、 各ト レースのためにズー ム

を定義しなければならないでしょ う。
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
フィ ッ ト したラ ムダゼロ値を表示または隠すには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. グラフィ ッ ク表示の下で

Show Fitted Lambda Zero Value ( フィ ッ ト したラ ムダゼロ値を表示 )
のチェッ ク ボッ ク スを選択し、 数値を表示させま す。

または

Show Fitted Lambda Zero Value ( フィ ッ ト したラ ムダゼロ値を表示 )
のチェッ ク ボッ ク スをク リ アし、 数値を隠しま す。

 OK で変更を確認してく ださ い。
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
RGD 曲線および / も し く は RGD 値を表示または隠すには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. グラフィ ッ ク表示の下で、

Show RGD Values (RGD 値を表示 ) および / も し く は Show 
Calculated Curves During Acquisition ( 取得中に計算さ れた曲線を表

示 ) のチェッ ク ボッ ク スをク リ ッ ク して、 対応する要素を表示してく

ださ い。

または

Show RGD Values (RGD 値を表示 ) および / も し く は Show 
Calculated Curves During Acquisition ( 取得中に計算さ れた曲線を表

示 ) のチェッ ク ボッ ク スをク リ アして、 対応する要素を隠してく ださ

い。

3. OK をク リ ッ ク してく ださ い。
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
異なったタ イプのフィ ッ ト を使用することで結果を解釈するには :

Results Graph ( 結果グラフ ) タブの RGD Data Fit (RGD データフィ ッ ト )
のリ スト で、 希望のタ イプのフィ ッ ト を選択してく ださ い。
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
 マーカーの位置決めを するには :

 焦点を合わせたいポイント までマーカーを ド ラッ グしてく ださ い。

 左右の矢印を使用して、 マーカーを希望の位置まで動かしてく ださ い。

 マーカーを選んで、 FTB-500 選択ダイアルでそれを動かしてく ださ い。

マーカー
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
結果をズー ムインまたはズー ムアウト するには :

1. Results Graph ( 結果グラフ ) タブで、 拡大鏡ボタ ンをク リ ッ ク してく

ださ い。

2. 選択したボッ ク スに下限値と 上限値を記入して、 希望の範囲を入力し

てく ださ い。 波長、 分散、 および RGD がそれに応じて拡大さ れま す。

注記 : ズー ム機能を使用でき るのは、 1200 から 1700 nm の波長取得範囲にある

推定値のみです。 推定値は、 選択さ れたフィ ッ ト を表すもので、 フ ァイバ

の本当の動きを表示していない可能性があり ま す。

 最初のレベルでは、Lower Limit ( 下限 ) と  Upper Limit ( 上限 ) の
ボッ ク スで推定したい波長値を入力できま す。

 また、More Details ( より 詳細 ) をク リ ッ ク して、 ズー ム機能の追加

パラメ ータへアク セスできま す。 見るこ と を希望する推定さ れた

分散 または RGD 値 を Lower Limit ( 下限 ) と  Upper Limit ( 上限

) のボッ ク スに入力してく ださ い。

3. 入力を終えたら、 OK をク リ ッ ク しま す。
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
ズー ム係数をデフォ ルト 値に戻すには :

1. Results Graph ( 結果グラフ ) タブで、 拡大鏡ボタ ンをク リ ッ ク してく

ださ い。

2.  Reset Zoom ( ズー ムを リ セッ ト ) ボタ ンをク リ ッ ク して、 グラフ

ビューを リ セッ ト してく ださ い。 そ う すれば、 すべての取得ポイント

が表示さ れま す。
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結果の管理

結果グラフから結果を分析
ズー ムを自動的にリセッ ト するには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. グラフィ ッ ク表示の下で、 ズー ムの自動リ セッ ト のチェッ ク ボッ ク ス

を選択してく ださ い。
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結果の管理

結果表から結果を分析
結果表から結果を分析

Results Table ( 結果表 ) タブに表示さ れたコ ラ ムは、 下記に詳細が述べら

れていま す。 それは、 結果を分析するために知る必要があるデータの一部

を表示しま す。 また、 表の内容を分類して より簡単な管理ができま す。

 最初のコ ラ ムは、 この列のデータが最終的な結果の計算に使用でき る

かど うかを示しま す。

 波長 : 分散が計算さ れた波長を示しま す。

 RGD: 測定さ れた相対的な群遅延に対応していま す。

 フィ ッ ト したRGD:測定さ れたRGD上のフィ ッ ト 曲線から得られた相対

的な群遅延に対応していま す。

 RGD 偏差 :RGD と フィ ッ ト した RGD 間の絶対値に対応していま す。

 分散 (ps/nm): フ ァイバ長が未知な場合の分散値。

 分散 (ps/nm-km): フ ァイバ長が分かっている場合の分散係数。
52 FTB-5800



結果の管理

結果表から結果を分析
適切な場合、 分散コ ラ ムの分散と 係数では、 取得ステータスは  ( 合格 ) 
または  ( 失敗 ) によって示さ れま す。 詳細は、 しき い値の確立 ( ペー

ジ 56) を参照してく ださ い。
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結果の管理

結果表から結果を分析
RGD の平均二乗エラー率を減らしたい場合、より大き いRGD 偏差があるポ

イント を グラフから取り除く こ と ができま す。 このよ うにすると 、 フィ ッ

ト を適用すると き、 そのポイント はも う考慮さ れません。 1 つのポイント

を取り外すと すぐに、 RGD、 フィ ッ ト した RGD、 RGD 偏差、 分散、 およ

び分散係数が再計算さ れま す。

注記 : 削除したポイント は、 グラフ上で表示さ れたままですが、 灰色になり ま

す。

取得を永久に削除したい場合、 取得の記録を付ける ( ページ 55) を参照し

てく ださ い。

自動的にデータを分類するには :

結果表では、 データを分類するのに使用したい基準に対応するコ ラ ムヘッ

ダーを選択してく ださ い。

ポイント を選択または選択解除するには :

結果 表の最初のコ ラ ムで対応するボッ ク スを選択または選択解除してく だ

さ い。
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結果の管理

取得の記録を付ける
取得の記録を付ける

アプリ ケーショ ンは現在の取得および再ロードさ れたフ ァイ ルからの取得

の両方の概観を提供しま す。 フ ァイバの破断などの問題が生じた場合、 そ

れに該当する間違った測定結果を削除できま す。 こ れは、 結果の歪曲を防

ぐのに役立ちま す。 変更したデータを保存した場合にだけ、 削除が有効に

なり ま す ( 結果を保存 ( ページ 39) を参照 )。 変更を破棄したい場合、 アプ

リ ケーショ ンがフ ァイ ルの保存を促したと きに、 「いいえ」 と 答えてく だ

さ い。

結果の全体像を表示するには :

Acquisitions ( 取得 ) タブをク リ ッ ク してく ださ い。

不要な結果を削除するには :

1. 提供さ れたリ スト で、 削除する取得を選択し、 Delete Acquisition ( 取
得を削除 ) をク リ ッ ク してく ださ い。

2. 確認メ ッ セージが表示さ れま す。 Yes ( はい ) をク リ ッ ク して、 確定し

ま す。

3. 削除したい各取得について 1 と  2 のステッ プを繰り返してく ださ い。
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結果の管理

しき い値の確立
しきい値の確立

以下の 2 つのタ イプのしき い値を確立できま す : 分散と スロープ 0 のしき

い値です。

テスト するフ ァイバが許可さ れた分散レベルを越えた場合、 Dispersion 
Threshold ( 分散しき い値 ) が表示さ れま す。 それはあらゆる波長に適用

さ れ、 Results Table ( 結果表 ) のタブに表示さ れま す。 こ こ で、 以下の 3
つの結果の可能性があり ま す。

 取得が指定さ れたしき い値を超えていなかった場合。

  取得が指定さ れたしき い値を超えていた場合。

 --- フィ ッ ト を計算するために十分な数のポイント がない場合、 または、

フ ァイバ長が未知で 1 キロメ ート ルあたりの分散を計算するために十

分な数のポイント がない場合。

注記 : しき い値を選択した場合にだけ、 シンボルが表示さ れま す。
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結果の管理

しき い値の確立
 スロープ 0 しき い値は、 分散が空値であるポイント  (lambda 0) で評価さ

れた分散曲線のスロープです。 Results Graph ( 結果表 ) のタブでは、 以

下の 4 つの結果の可能性があり ま す :

 Pass ( 合格 ) lambda 0 のスロープが、しき い値以下の場合は合格です。

 Fail ( 失敗 ) それがしき い値より 大き い場合は失敗です。

 Fit (フィ ッ ト )lambda 0でのスロープがスロープがFOTP基準の169を満

たさ なかった場合、 フィ ッ ト してく ださ い。 この基準は 100 nm 以内

で他のポイント を必要と しま す。 それがない場合、 lambda 0 のスロー

プは信頼でき ないため、 参照用に使用でき るだけです。

 しき い値を選択しなかった場合。
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結果の管理

しき い値の確立
しきい値を確立するには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. 必要に応じてしき い値を設定してく ださ い。

 分散しき い値を確立したい場合、 Dispersion Threshold ( 分散し

き い値 ) のチェッ ク ボッ ク スを選択し、 適切なボッ ク スに数値を

入れてく ださ い。

 slope 0 のしき い値を確立したい場合、 Slope 0 Threshold ( しき い

値 ) のチェッ ク ボッ ク スを選択し、 適切なボッ ク スに数値を入れ

てく ださ い。

3. 入力を終えたら、 OK をク リ ッ ク しま す。
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結果の管理

結果に文書を付ける
結果に文書を付ける

より管理を容易にするために、 実行さ れたテスト にコ メ ント や情報を加え

るこ と ができま す。 一般的な情報や特定の情報を含ませるこ と も可能で

す。

一般情報はジョ ブ、 受信機、 およびソースに関係したものです。 特定の情

報は測定に関連したものです。 この情報は後でレポート かエク スポート さ

れた ASCII フ ァイ ルに含ませるこ と ができま す。

一般情報を加えるには :

1. ボタ ンバーで Notepade ( メ モ帳 ) をク リ ッ ク しま す。

2.  Notepad ( メ モ帳 ) で必要に応じて、 ボッ ク スに記入しま す。

3. 入力を終えたら、 OK をク リ ッ ク しま す。
波長分散アナライザ 59



結果の管理

結果に文書を付ける
特定情報を加えるには :

1. Acquisitions ( 取得 ) のタブで、 コ メ ント を付けたい取得を選択してく

ださ い ( 列を ハイラ イト し なければなり ません )。

2. Results Table ( 結果表 ) で、 Comments ( コ メ ント ) のボッ ク スに記

入してく ださ い。

修正を保存した場合にだけ、 修正が有効になり ま す ( 結果を保存 ( ペー

ジ 39) を参照 )。 変更を破棄したい場合、 アプリ ケーショ ンがフ ァイ ルの

保存を促したと きに、 「いいえ」 と 答えてく ださ い。
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結果の管理

結果と グラフをク リ ッ プボードにエク スポート
結果と グラフをク リッ プボードにエクスポート

FTB-5800 波長分散アナラ イザがあれば、 結果と グラフをク リ ッ プボードに

コ ピーするこ と によって、 すぐにレポート を作成できま す。 その後、 ク

リ ッ プボードの内容は、 選択さ れたワードプロセッ サの文書に貼るこ と が

できま す。 グラフは、 スク リ ーンで見えているのと まったく 同じものがエ

ク スポート さ れて  ( ズー ム係数と 表示は保たれたままです )、 .bmp 形式に

変換さ れま す。

注記 : Results Table ( 結果表 ) のタブで選択さ れたポイント だけがエク スポート

さ れま す。

表やグラフを作成するために生データを使いたい場合は、 CD アナラ イザ

のフ ァイ ルをフ ァイ ルエク スポート ツールでエク スポート  ( ページ 65) を
参照してく ださ い。

重要
情報はクリップボードに保存されるので、結果とグラフを同時にエクス

ポートできません。一度に 1 つずつ、コピーしてください。
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結果の管理

結果と グラフをク リ ッ プボードにエク スポート
結果表をク リッ プボードにエクスポート するには :

1. Results Table ( 結果表 ) のタブで、 エク スポート したいすべてのポイ

ント が選択さ れているこ と を確認してく ださ い ( 最初のコ ラ ムに現れ

るボッ ク スにチェッ クを入れま す )。

2. ボタ ンバーで Copy to Clipboard ( ク リ ッ プボードへコ ピー ) をク

リ ッ ク しま す。

こ れで、 例えば、 ワードプロセッ サの文書などにク リ ッ プボードの内容を

貼るこ と ができま す。

グラフをク リッ プボードにエクスポート するには :

1. Results Table ( 結果表 ) タブで、 エク スポート したいすべてのポイン

ト が選択さ れているこ と を確認してく ださ い ( 最初のコ ラ ムに現れる

チェッ ク ボッ ク スが選択さ れま す )。

2. Results Graph ( 結果グラフ ) のタブをク リ ッ ク してく ださ い。

3. ボタ ンバーで Copy to Clipboard ( ク リ ッ プボードへコ ピー ) をク

リ ッ ク しま す。

こ れで、 例えば、 ワードプロセッ サの文書などにク リ ッ プボードの内容を

貼るこ と ができま す。
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結果の管理

結果の印刷
結果の印刷

波長分散アナラ イザにより 、 テスト 情報と 結果を含んだレポート が印刷で

きま す。 セクショ ンを選択するこ と でレポート の内容、 現れる順番、 そし

て含ませる取得をカスタマイズできま す。 実際、 Acquisitions ( 取得 ) の
タブにリ スト さ れたすべての取得を含んだレポート を印刷するか、 も し く

は現在のものだけを印刷するか、 どちらも可能です。

レポート を印刷するには :

1. ボタ ンバーで Print ( 印刷 ) をク リ ッ ク しま す。

2. 対応するチェッ ク ボッ ク スを選択してク リ アし、 どのセクショ ンをレ

ポート に表示させるかを指定してく ださ い。

注記 : Select All ( すべて選択 ) と  Clear All ( すべてク リ ア ) ボタ ンで、 選択を素

早く 追加または削除できま す。

3. 必要な場合、 レポート のセクショ ンの順番を再配列してく ださ い :

3a. 移動したいセクショ ンを選択してく ださ い ( 対応するラ インがハ

イラ イト さ れているこ と を確認してく ださ い )。

3b. Move Up ( 上へ移動 ) と  Move Down ( 下へ移動 ) ボタ ンをク リ ッ

ク してく ださ い。

3c. 移動させたい各セクショ ンについて 3a と  3b のステッ プを繰り返

してく ださ い。
波長分散アナライザ 63



結果の管理

結果の印刷
4. 必要と するレポート のタ イプに応じて、 Print All Acquisitions ( すべて

の取得を印刷 ) または Print Current Acquisition Only ( 現在の取得の

みを印刷 ) を選択してく ださ い。

5. 必要な場合、 Set Up Current Printer ( 現在のプリ ンタを設定 ) ボタ ン

を使用するこ と によって、 プリ ンタのパラメ ータを設定してく ださ い。

6. 完了したら、 OK ボタ ンをク リ ッ ク して印刷を開始してく ださ い。
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6 CD アナライザのフ ァイルをフ ァ
イルエクスポート ツールでエクス
ポート

フ ァイ ルエク スポート ツールは、 波長分散フ ァイ ルを特定の形式でエク ス

ポート するよ うに設計さ れていま す :

 テキスト フ ァイ ル

 カンマ区切り  (.csv) フ ァイ ル

また、 必要な情報だけをエク スポート するこ と によって、 作成さ れたフ ァ

イ ルのコ ンテンツを完全にカスタマイズできま す。

フ ァイルエクスポート ツールの起動と終了

エクスポート ツールを開始するには :

1. メ インウィ ン ド ウでアプリ ケーショ ンタブを選択しま す。

2. 波長分散フ ァイ ルコ ンバーターを選択。

3. Start Application ( アプリ ケーショ ンの起動 ) をク リ ッ ク しま す。
波長分散アナライザ 65



CD アナライザのフ ァイルをフ ァイルエクスポート ツールでエクスポート

フ ァイルエク スポート ツールの起動と 終了
フ ァイ ルエク スポート ツールのメ インウィ ン ド ウが表示さ れま す。

エクスポート ツールを終了するには :

  ( メ インウィ ン ド ウの右上角 ) をク リ ッ ク しま す。

 フ ァンクショ ンタブのバーの下の Exit ( 終了 ) ボタ ンをク リ ッ ク しま

す。

ファンク

ションタブ

エクスポー

トされる

ファイル

エクスポート

プロセスに関

する情報
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CD アナライザのフ ァイルをフ ァイルエクスポート ツールでエクスポート

エク スポート パラメ ータの設定
エクスポート パラメ ータの設定

1 つの形式におけるデータを別の形式にエク スポート する前に、 次を定義

しなければなり ません。

 どの情報をエク スポート しなければならないのか。 一般的なテスト 情

報 ( フ ァイバ ID、 取得パラメ ータ、 ソースと 受信機情報など ) および

取得さ れたト レースからのポイント をエク スポート できま す。 こ れは、

例えばマイク ロソ フト  エク セルを使用してグラフを作成する場合に、

特に役立ちま す。

 変換タ イプ ( テキスト またはカンマ区切り フ ァイ ル)。

 フ ァイ ルのエク スポート 先。

設定さ れたパラメ ータは、 変更さ れるまで変化しません。 このパラメ ータ

は、 FTB-500 ユニバーサル テスト  プラッ ト フォー ム ( または、 コ ンピュー

タ ) が停止さ れた後でも利用可能です。
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CD アナライザのフ ァイルをフ ァイルエクスポート ツールでエクスポート

エク スポート パラメ ータの設定
エクスポート するパラメ ータを設定するには :

1. 必要な場合、 フ ァイ ルエク スポート ツールを開いてく ださ い ( フ ァイ

ルエク スポート ツールの起動と 終了 ( ページ 65) を参照 )。

2. 希望する変換タ イプを選んでく ださ い。

3. Settings ( 設定 ) フ ァンクショ ンタブで、 エク スポート したい情報に対

応するすべてのチェッ ク ボッ ク スを選択してく ださ い。

注記 : Results Table ( 結果表 ) を選択すると 、 テスト の間に取得さ れたすべての

ポイント がエク スポート さ れま す。

4. Export Folder ( エク スポート フォ ルダ ) の下で、 Browse ( 閲覧 ) を
ク リ ッ ク して、 エク スポート さ れたフ ァイ ルがどのフォ ルダーで保存

さ れるか指定してく ださ い。
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CD アナライザのフ ァイルをフ ァイルエクスポート ツールでエクスポート

波長分散フ ァイルのエク スポート
波長分散フ ァイルのエクスポート

エク スポート パラメ ータが設定さ れると 、 フ ァイ ルをエク スポート できま

す。 エク スポート でき ないフ ァイ ル ( 例えば、 別のアプリ ケーショ ンで開

けられたフ ァイ ルまたはエラーフ ァイ ル) はスキッ プさ れ、 そのエク ス

ポート ステータスは Failed ( 失敗 ) に変更さ れま す。

波長分散フ ァイルを エクスポート するには :

1. 必要な場合、 フ ァイ ルエク スポート ツールを開始してく ださ い ( フ ァ

イ ルエク スポート ツールの起動と 終了 ( ページ 65) を参照 )。

2. 必要な場合、 エク スポート パラメ ータを設定してく ださ い ( エク ス

ポート パラメ ータの設定 ( ページ 67) を参照 )。

3. フ ァイ ルエク スポート  ツールの Converter ( コ ンバーター ) のフ ァン

クショ ンタブをク リ ッ ク してく ださ い。

重要
ファイルエクスポートの際のエラーを避けるには、使用を意図するすべ

てのファイルが確実に閉じられるようにしてください。
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CD アナライザのフ ァイルをフ ァイルエクスポート ツールでエクスポート

波長分散フ ァイルのエク スポート
4. フ ァイ ルを選択してく ださ い。

4a. Files To Be Exported ( エク スポート さ れるフ ァイ ル) の下で、

Add ( 追加 ) をク リ ッ ク してく ださ い。

標準の Open ( 開く ) ダイアロ グボッ ク スが表示さ れ、 任意の

フ ァイ ルを選択できま す。

注記 : 同時にいく つかのフ ァイ ルを選択するこ と によって、 フ ァイ ル選択を早く

行えま す。

4b. 完了した場合、 ダイアロ グボッ ク スで Open ( 開く ) をク リ ッ ク

して、 フ ァイ ルを リ スト に移してく ださ い。

注記 : 特定のフ ァイ ルを選択して、 Remove ( 削除 ) を使用するこ と によって、

それを削除するこ と ができま す。 すぐにリ スト を空にしたいなら、

Remove All ( すべて削除 ) を選択してく ださ い。
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CD アナライザのフ ァイルをフ ァイルエクスポート ツールでエクスポート

波長分散フ ァイルのエク スポート
5. Export Control ( エク スポート コ ント ロール) の下で Export File(s) 
( フ ァイ ルをエク スポート ) ボタ ンを使用するこ と でエク スポート のプ

ロセスを始めてく ださ い。

エクスポート成功

エクスポート失敗
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7 メ ンテナンス
長期的かつ故障がない運転を実現するには :

 光フ ァイバコ ネク タを使用する前に必ず点検し、 必要であればク リ ー

ニングしま す。

 装置を埃から守り ま す。

 装置の筺体と フロント パネルを、 少量の水で湿らせた布でき れいにし

ま す。

 装置を清潔かつ湿度の低い場所で室温保管しま す。 装置に直射日光が

当たらないよ うにしま す。

 高湿度や大幅な温度変化を避けま す。

 不要な衝撃や振動を避けま す。

 装置の上または中に液体がこ ぼれた場合は、 直ちに電源をオフにした

上に外部電源から切断し、 電池を取り除いて装置を完全に乾かしま す。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

状況にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐れがあり

ます。
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EUI コ ネク タのク リ ーニング
EUI コ ネクタのク リーニング

EUI コ ネク タを定期的にク リ ーニングするこ と で、 最高性能の維持を助け

ま す。 装置を分解する必要はあり ません。

EUI コ ネクタをク リーニングするには :

1. EUI を装置から取り外し、 コ ネク タのベースプレート と フェ ルールを

露出しま す。

2. 2.5 mm のク リ ーニング綿棒に、 イソ プロピ ル・ アルコールを一滴垂ら

しま す ( アルコールを大量に使用すると 拭き跡が残る場合があり ま す

)。

3. 綿棒をゆっく り  EUI アダプタの中に挿入し、 逆側から出るよ うにしま

す ( 時計回り にゆっく り回すと 、 より き れいになり ま す )。

4. ク リ ーニング綿棒を優しく 一回転させ、 そのまま回しながら引き出し

ま す。

重要
内部コネクタが損傷を受けた場合、モジュールの筺体を開き、新しい

キャリブレーションが必要となります。

押す

回す

引く

3

4 5
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メ ンテナンス

EUI コ ネク タのク リ ーニング
5. 乾いたク リ ーニング綿棒で、3 から  4 の手順を繰り返しま す。

注記 : ク リ ーニング綿棒の柔らかい側の先端に触れないよ うにしてく ださ い。

6. 次の手順に従って、 コ ネク タポート 内のフェ ルールをク リ ーニングし

ま す。

6a. リ ント フリ ー ( 糸く ずの出ない ) の柔らかい布に、 イソ プロピ

ル・ アルコールを一滴垂らしま す。

6b. コ ネク タと フェ ルールを軽く 拭きま す。

6c. 乾いたリ ント フリ ー ( 糸く ずの出ない ) の柔らかい布で、 コ ネク

タと フェ ルールが完全に乾く まで同じ表面を軽く 拭きま す。

6d. 携帯用の光フ ァイバ顕微鏡 ( EXFO の FOMS など ) または光フ ァ

イバ検査プローブ ( EXFO の FIP など ) を使用してコ ネク タの表

面を確認しま す。

7. EUI を装置に戻しま す ( 押して、 右回り に回転 )。

8. ク リ ーニングに使用した綿棒と 布は廃棄しま す。

重要
イソプロピル・アルコールを大量に使用したり、蒸発するまで放置 ( 約 
10 秒 ) すると、跡が残る場合があります。

ボトルの先端と布が触れないようにし、表面をすばやく拭くようにして

ください。

警告
不可視レーザー光線を直視しても痛みを生じませんが、網膜が損傷する

可能性があります ( 明るい光を見る場合と異なり、虹彩が無意識で閉じ

ることはありません )。目が誤ってレーザー光線にさらされた場合は、

目の検査を行ってください。
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メ ンテナンス

装置の再キャ リ ブレーショ ン
装置の再キャリブレーショ ン

製造 / サービスセンターのキャ リ ブレーショ ンは、 ISO/IEC 17025 規格に基

づいており 、 お客様と の事前の合意がない限り 、 キャ リ ブレーショ ン文書

にキャ リ ブレーショ ンの推奨間隔を記載してはならないと 定めていま す。

仕様の有効性は、 運転環境によって異なり ま す。 例えば、 キャ リ ブレー

ショ ンの有効期間は、 使用度、 環境条件、 装置のメ ンテナンスによって延

長・ 短縮さ れま す。 必要と さ れる精度に応じて、 十分なキャ リ ブレーショ

ン間隔を決定してく ださ い。

通常の使用において、 EXFO は、 1 年に 1 回の装置のキャ リ ブレーショ ン

を推奨していま す。

リサイク ルおよび廃棄 ( 欧州 連合のみに適用 )
欧州指令 WEEE 2002/96/EC に基づく リ サイク ル/ 廃棄の完全情報について

は、 EXFO ウェブサイト  (www.exfo.com/recycle) を ご覧く ださ い。
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8 ト ラブルシューティ ング

よく ある問題の解決策

致命的なエラー 結果 推奨さ れる解決策

モジュールの温度が高過
ぎて操作できません。

モジュールは、 機能する
のを止めま す。

推奨操作温度内でシステ ムを使用し
てく ださ い。a

a. 技術仕様 ( ページ 87) を参照してください。

モジュールの温度が低過
ぎて操作できません。

モジュールは、 機能する
のを止めま す。

推奨操作温度内でシステ ムを使用し
てく ださ い。 a

重大なモジュールエラー
があり ま す。

モジュールは、 機能する
のを止めま す。

アプリ ケーショ ンを再起動してみて
く ださ い。

問題が続く よ うであれば、 EXFO に
連絡してく ださ い。

操作上のエラー 結果 推奨さ れる解決策

ソースパワーが高すぎ
ま す。

基準測定または取得は
許可さ れません。

 適切な入力ポート を持っているか
ど うかチェッ ク してく ださ い。

 アンプがフ ァイバーリ ンク にある
かチェッ ク してく ださ い。

 強度メ ーターを使用して、 ソース
の信号をチェッ ク してく ださ い。

 リ ンク に減衰器を加えてく ださ い。

ソースパワーが高すぎ
ま す。

基準測定または取得

は許可さ れません。

 フ ァイバリ ンクが破損しているか
ど うかチェッ ク してく ださ い。

 強度メ ーターを使用して、 ソース
の信号をチェッ ク してく ださ い。

 接続を確認してく ださ い。

 フ ァイバリ ンクが長過ぎないよ う
にしてく ださ い。
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ト ラブルシューティ ング

よく ある問題の解決策
ソースパワーが低すぎ
ま す。

いく つかのポイント は
グラフで灰色になり ま
す。

 適切な入力ポート を持っているか
ど うかチェッ ク してく ださ い。

 フ ァイバリ ンクが破損しているか
ど うかチェッ ク してく ださ い。

 フ ァイバの不規則性をチェッ ク し
てく ださ い。

 強度メ ーターを使用して、 ソース
の信号をチェッ ク してく ださ い。

 フ ァイバリ ンクが長過ぎないよ う
にしてく ださ い。

ソースパワーが低すぎ
ま す。

いく つかのポイント は
グラフで灰色になり ま
す。

 強度メ ーターを使用して、 ソース
の信号をチェッ ク してく ださ い。

 フ ァイバの不規則性をチェッ ク し
てく ださ い。

モジュールの温度が非
常に高いです。

測定の精度に影響が出
る可能性があり ま す。

推奨操作温度内でシステ ムを使用して
く ださ い。a

モジュールの温度が非
常に低いです。

測定の精度に影響が出
る可能性があり ま す。

推奨操作温度内でシステ ムを使用して
く ださ い。 a

a.  技術仕様 ( ページ 87) を参照してください。

操作上のエラー 結果 推奨される解決策
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ト ラブルシューティ ング

オンラ インで資料を見る
オンラインで資料を見る

オンラ イン バージョ ンの FTB-5800 波長分散アナラ イザユーザー ガイ ドは

アプリ ケーショ ンから いつでも利用可能です。

オンラインユーザーガイドへのアクセス方法 :

フ ァンクショ ンバーの Help ( ヘルプ ) ボタ ンをク リ ッ ク しま す。

技術サポート グループへのお問い合わせ
 

お問い合わせの際は、 対応を早めるため、 製品番号やシリ アル番号 、 問題

の内容をお手元にご用意く ださ い。

技術サポートグループ
400 Godin Avenue
Quebec G1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 ( 米国およびカナダ )
電話 :1 418 683-5498
Fax:1 418 683-9224
support@exfo.com

Ver.

Mfg.
date

P/N

S/N

Made in Canada QST442B
465 Godin Avenue
Vanier (Quebec)  G1M 3G7 CANADA

**************** A

January 2020542392-3D

FTB-5800-XX

コネクタ コード
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ト ラブルシューティ ング

輸送
輸送

本装置を移動する際には、 仕様の温度範囲を超えないよ うにしてく ださ

い。 輸送中の損傷は、 不適切な取り 扱い方によって生じま す。 損傷の可能

性を最小限に抑えるため、 次の手順に従 うこ と が推奨さ れま す。

 発送する際には、 装置を元の梱包材料で梱包しま す。

 高湿度や大幅な温度変化を避けま す。

 装置に直射日光が当たらないよ うにしま す。

 不要な衝撃や振動を避けま す。
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9 保証

一般情報

EXFO Electro-Optical Engineering Inc. (EXFO) は、 本装置が発送さ れてか

ら   1 年間、 その材質と 仕上がり において瑕疵がないこ と を保証しま す。 ま

た EXFO は、 通常の使用において、 本装置が該当する仕様を満たすこ と を

保証しま す。

保証期間の間、 本装置の修理が必要になった場合、 あるいは当初のキャ リ

ブレーショ ンが誤っていた場合、 EXFO はその自由裁量により 、 欠陥品の

修理、 交換、返金、 製品の点検または調整を無償で行いま す。 保証期間中

にキャ リ ブレーショ ン検査のために本装置が返送さ れ、 公開仕様すべてを

満たすものと 認められた場合、 EXFO はキャ リ ブレーショ ンの正規手数料

を請求しま す。

本保証は、 商品性や特定目的への適合性などの黙示保証を含むがこ れらに

限定さ れない、 明示、 黙示、 または法定のその他の保証すべてに代わるも

のです。 EXFO は、 いかなる場合も、 特別、 偶発的、 または結果的損害に

対して責任を負いません。

重要
次の場合に、保証が無効になることがあります。

 許可を得ていない者または非 EXFO 要員によって装置が不正に変更、

修理、または作業された場合。

 保証シールが取り外された場合。

 本書で指定される以外の筺体ネジが取り外された場合。

 本書で指定される方法以外の方法で筺体が開けられた場合。

 装置のシリアル番号が改ざん、消去、取り外された場合。

 装置が誤用、不注意、または事故により損傷した場合。
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責任
責任

EXFO は、 本製品の使用によって生じ る損害、 本製品に接続さ れる機器の

性能故障、 あるいは本製品が属するシステ ムの障害に対して責任を負いま

せん。

EXFO は、 本製品およびその付属品やソ フト ウェアの不適切な使用または

未許可の改造に起因する損害に対しても 、 責任を負わないものと しま す。

除外

EXFO は、 購入済みの装置を修正する義務を生じさせるこ と なく 、 同社の

いかなる製品に対しても、 その設計または構成を いつでも変更でき る権利

を留保しま す。 ヒ ューズ、 表示灯、 電池、 およびユニバーサル・ インタ

フェース  (EUI) を含むがこ れらに限定さ れない、 EXFO 製品と 共に使用さ

れる付属品は、 本保証の対象外です。

本保証では、 不適切な使用または取り付け、 通常の使用による正常損耗、

事故、 乱用、 不注意、 火災、 水漏れ、 落雷、 またはその他の天災、 製品外

部の原因、 あるいは EXFO の力の及ぶと ころでないその他の要因に起因す

る故障は、 保証対象外と していま す。

証明書

EXFO は、 本装置の工場出荷時に公開仕様を満たしていたこ と を証明しま

す。

重要
EXFO は、誤用または不適切なクリーニングにより損傷を受けた光ファ

イバコネクタの交換に対して、手数料を請求します。
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保証

保守修理
保守修理

EXFO は、 購入日より  5 年間、 製品の保守修理を行いま す。

保守修理のために装置を返送するには :

1. EXFO のいずれかの認定サービスセンターにお問い合わせく ださ い 
(EXFO の世界各地のサービスセンター ( ページ 85) を参照 )。 サポート

要員が、 装置の保守、 修理、 またはキャ リ ブレーショ ンの必要性を判

断しま す。

2. 装置を  EXFO または認定サービスセンターに返送する必要がある場合、

サポート 要員は返品承認 (RMA) 番号を発行し、 郵送先住所をお教えし

ま す。

3. 可能な場合は、 修理のために装置を返送する前に、 データをバッ ク

アッ プしま す。

4. 装置を元の梱包材料で梱包しま す。 欠陥と それを観察した条件・ 環境

を詳細に記載した一覧表または報告書を含めるよ うにしてく ださ い。

5. サポート 要員が指示した住所宛に、 送料前払いで装置を返送しま す。

発送伝票に RMA 番号を記載するこ と を忘れないでく ださ い。 EXFO 
は、 RMA 番号のない返品の受け取り を拒否し、 送り主に返送しま す。
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保守修理
注記 : 返品さ れた装置の試験後、 該当する仕様を満たすものと 判明した場合、 試

験設定費が発生しま す。

装置は修理後に、 修理報告書と 共に返送さ れま す。 装置が保証外である場

合、 当該報告書に記載さ れる費用を請求しま す。 保証期間内の装置につい

ては、 EXFO がお客様への返送料を支払いま す。 輸送中の保険費用が必要

な場合は、 お客様負担と なり ま す。

定期的な再キャ リ ブレーショ ンは、 どの保証プランにも含ま れていませ

ん。 キャ リ ブレーショ ン / 検査は、 基本または延長保証の対象になってい

ないため、 一定期間の FlexCare キャ リ ブレーショ ン / 検査パッ ケージを ご

購入になるこ と も できま す。 認定サービスセンターにお問い合わせく ださ

い (EXFO の世界各地のサービスセンター ( ページ 85) を参照 )。
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保証

EXFO の世界各地のサービスセンター
EXFO の世界各地のサービスセンター

製品の保守修理が必要な場合は、 最寄りの認定サービスセンターまでお問

い合わせく ださ い。

EXFO Headquarters Service Center 
( 本社サービスセンター )
400 Godin Avenue
Quebec G1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 
( 米国およびカナダ )
電話 :1 418 683-5498
Fax:1 418 683-9224
support@exfo.com

EXFO Europe Service Center 
( ヨーロッパサービスセンター )
Omega Enterprise Park, Electron Way
Chandlers Ford, Hampshire S053 4SE
ENGLAND

電話 :+44 2380 246810
Fax:+44 2380 246801
support.europe@exfo.com

EXFO Telecom Equipment
(Shenzhen) Ltd.
3rd Floor, Building 10,
Yu Sheng Industrial Park (Gu Shu 
Crossing), No. 467,
National Highway 107,
Xixiang, Bao An District,
Shenzhen, China, 518126

電話 :+86 (755) 2955 3100
Fax:+86 (755) 2955 3101
support.asia@exfo.com
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A 技術仕様

重要
下記の技術仕様は、予告なく変更される場合があります。本セクション

に記載される情報は、参考目的でのみ提供されています。本製品の最新

の技術仕様を入手するには、EXFO ウェブサイト（www.exfo.com）を

ご覧ください。

SPECIFICATIONS a

Wavelength range (nm) 1530 to 1625
1200 to 1700 b

Wavelength step (nm) Minimum 0.1
Measurement points Maximum 950, user-definable
Dynamic range c (dB) 42
Wavelength uncertainty d (accuracy) (nm) 0.1
Dispersion uncertainty d (accuracy) (ps/nm) 20 km of G.652 1.6

120 km of G.652 3.1
20 km of G.655 1.9 (guaranteed)

20 km 80 km 120 km
Dispersion repeatability d (ps/nm) 0.04 0.2 1.1
Zero-dispersion wavelength λ0 repeatability d (nm) 0.1 0.14 0.8
Dispersion slope repeatability λ0

d (%) 0.03 0.05 0.25
Minimum fiber length (km) < 1
Maximum fiber length e (km) > 5400
Measurement time per point e (s) Minimum < 1

GENERAL SPECIFICATIONS

Size (H x W x D) (module) 9.6 cm x 10 cm x 26 cm (3 3/4 in x 3 15/16 in x 10 1/4 in)
Weight (module) 2 kg (4.5 lb)

Notes

a. All specifications are typical with four seconds averaging time per point (where applicable), at a temperature of 23 ºC ± 1 ºC, with FC connectors and after
warmup time.

b. Displayed range. Values may be extrapolated.

c. Dynamic range is defined as the difference between the strongest signal and the weakest signal the receiver can detect. Extra averaging may be required.
Uncertainty (accuracy) is not guaranteed at limits of range.

d. C+L band.

e. Including EDFAs.

f. Additional gain setting time may be required prior to the first point of each band.
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B 波長分散の測定 : 理論
EXFO?s 波長分散アナラ イザ は、 移相法を適用しま す。 それは、 フ ァイバ

の相対的な群遅延を得るために特定の波長で正弦曲線の強度で変調さ れた

信号の相変異を測定するこ と で構成さ れていま す。 計算さ れた結果で

フィ ッ ト する方程式から計算さ れた相対的な群遅延の派生物が、 分散、 ゼ

ロ分散波長、 および分散スロープを与えま す。

波長分散アナライザ の背景ある方法

EXFO?s 波長分散アナラ イザ では、 光源は広帯域のソースで、 こ れは高周

波で強度が変調しま す。 この光はフ ァイバーにテスト で注がれ、 変調さ れ

た光はフ ァイバに沿って伝わり ま す。 高周波強度変調は、 波長と 偏波に依

存した速度で伝播しま す。 異なった波長における変調間の移動時間の違い

で数値が得られま す。 こ れが行われる波長の数が多ければ多いほど、 波長

分散の結果がより 正確になるでしょ う。

受信機における最初の固定フィ ルタが、 光学経路をたどる光の一部を抽出

しま す。 2 番目のフィ ルタ  ( 時間調整可能フィ ルタ ) は、 オリ ジナルの信

号の 2 番目の一部を抽出して、 次に、 異なった光学経路を進みま す。

異なった経路の組み合わせは、 チョ ッ パーを使用するこ と で加えられま

す。 高周波信号の振幅は、 測定さ れてデジタ ル化さ れま す。 次に、 移相差

は、 異なった振幅を使用するこ と で計算さ れま す。 この数値は時間調整可

能フィ ルタの位置にそって保存さ れ、 新し い測定サイク ルが始ま り ま す。

新し い時間遅延は、 波長データで計算さ れて保存さ れま す。 十分なデータ

が蓄積さ れると 、 波長分散が計算できま す。
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波長分散の測定 : 理論

分散を取得するためにデータフィ ッ ト を使用
分散を取得するためにデータフィ ッ ト を使用

このセクショ ンは、 分散を取得するためにデータフィ ッ ト EXFO を使 う方

法を詳細に述べま す。 群遅延がいったん計算さ れると 、 方程式は、 分散、

分散スロープ、 およびゼロ分散波長を取得するためにフィ ッ ト さ れま す。

典型的な単一モードフ ァイバの分散曲線は、 ゼロ分散波長と スロープを補

間するのに使用さ れる特定の方程式に従いま す。 以下の表のグラフは、 こ

の方程式が特定の波長範囲の単一モードフ ァイバーに適用さ れたのを示し

ていま す。

フ ァイバタ イプ
および波長範囲

D の式

標準の SM

分散のシフト

1500 nm-1600 nm

非ゼロ分散シフト

最大 1560 nm

非ゼロ分散シフト

1530 nm-1565 nm (C 帯域 )

1565 nm-1625 nm (L 帯域 )

1200 nm  1600 nm 

   A B2 C  2–
+ +=

D   2 B C 3–
– =

   A B2 C + +=

D   2B C+=

D   D 1560  D 1530 –
30

----------------------------------------------------


 1560– 
 
 
 

D 1560 +=

D   D 1565  D 1530 –
35

----------------------------------------------------


 1565– 
 
 
 

D 1565 +=

D   D 1625  D 1565 –
60

----------------------------------------------------


 1625– 
 
 
 

D 1625 +=
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分散を取得するためにデータフィ ッ ト を使用
分散のシフト

50/125

62.5/125

非ゼロ分散シフト

1530 nm-1565 nm

フ ァイバタ イプ
および波長範囲

D の式

1200 nm  1600 nm 

   A B C   ln+ +=

D   B C C  ln+ +=

50nm  1450nm 

   A B2 C  2–
+ +=

D   2 B C 3–
– =

750nm  1450nm 

   A B2 C  2–
+ +=

D   2 B C 3–
– =

D   D 1565  D 1530 –
35

----------------------------------------------------


 1565– 
 
 
 

D 1565 +=
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波長分散の測定 : 理論

分散を取得するためにデータフィ ッ ト を使用
前の表が示しているよ うに、 特定のタ イプのフ ァイバと 特定の波長には特

定のフィ ッ ト が推奨さ れま す。 最大の精度を得るためにパラメ タを推定す

る際には、 フィ ッ ト を慎重に使用するべきです。

 3-項セルマイヤーは、 1300 nm で単一のゼロ分散を持つ標準のフ ァイ

バに主に適用さ れま す。

 5-項セルマイヤーは 5 つのゼロ交差を持っていま す。 こ れは非常に弾

性があるので、 推定の際には慎重に使用さ れるべきです。 なぜなら、

フィ ッ ト がフィ ッ ト  ポイント を超えて実際の結果から遠く 離れて曲が

る可能性があるからです。

 同様の警告は、 3 次式フィ ッ ト にも適用さ れま す。

 ラ ムダ・ ロ グ・ ラ ムダフィ ッ ト は、 1550 nm 波長範囲のゼロ分散波長

を持つ分散シフト フ ァイバに適用できま す。

 測定が少なすぎて複数のパラメ ータ  フィ ッ ト を使用でき ない場合に

は、 線形フィ ッ ト が役に立ちま す。 範囲が十分小さ い場合には、 すべ

てのフ ァイバに適用できま す。

フィ ッ ト は、 分散スロープおよびゼロ分散ポイント を取得するツールを与

えてく れま す。
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波長分散を管理するのに役立ちま す
波長分散を管理するのに役立ちます

ゼロ分散波長 ( 分散がゼロになる場合 ) は、 テスト 中のフ ァイバが最大の

帯域幅に達する波長ポイント に対応していま す。 このゼロ分散ポイント か

らのスロープは、 波長が増加するのに従って分散がどれく ら い速く 広がる

かを示していま す。 主要な波長分散パラメ タは、 分散ゼロおよびゼロ分散

でのスロープです。

正確な波長分散のパラメ タを得るこ と で、 適切に分散が代償さ れたフ ァイ

バまたは材料を選択しやすく なり 、 データがラ インのも う一方の終端にあ

る受信機によって読み取られる前に分散と 分散スロープを リ バースするこ

と ができま す。

フ ァイバの波長分散の絶対値の減少または分散代償に従って、 波長分散の

効果は減少しま す。
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